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令和５年度病床機能転換事業計画報告書 

 

１ 病院名： 医療法人聖仁会西部総合病院 

 

２ 所在地：埼玉県さいたま市桜区上大久保 884 

 

３ 病床機能転換概要 

転換前病床
機能区分 

転換病床数（床） 
整備事業 
内容 

整備事業 
開始（着工） 
予定年月 

整備事業 
完了（竣工） 
予定年月 

地域包括 
ケア 

回復期リハ 

急性期 ８ 0 改修 2023年 10月 2023年 10月 

   ※転換前病床機能区分は「急性期」「慢性期」等該当するものを記載。 

   ※整備事業内容は「新築」「増改築」「改修」「設備整備」の該当するものを記載。 

 

４ 提供する医療の内容 

【転換前】 

急性期機能 ３階（急性期一般入院料１）４４床 

回復期機能 ３階（地域包括ケア病棟２）４８床           

回復期機能 ２階（回復期病棟１）   ５６床         

慢性期機能 ３階（療養病棟１）    ６０床 

慢性期機能 ２階（療養病棟１）    ６０床 

 

【転換後】 

急性期機能 ３階（急性期一般１）    ３２床 

回復期機能 ３階（地域包括ケア病棟２）５６床           

回復期機能 ２階（回復期病棟１）   ５６床         

慢性期機能 ３階（療養病棟１）    ６０床 

慢性期機能 ２階（療養病棟１）    ６０床 

 

 

○地域医療を支えていくために圏域で果たす役割、機能 

 建物の構造的事情によるナースステーションからの管理を鑑みて急性期一般病床の一

部を地域包括ケアに転換増床し、今までどおり高度急性期からの後方先として受入、急

性増悪に伴う施設入所者および在宅診療患者、在宅復帰へ向けたリハビリ適用等の患者

の受入れを強化する。 

 

〇新たに担う役割 

 他院からの地ケア病棟への転院受入する患者のうち、コロナ後リハ目的患者の割合が

昨年春から毎月一定数ある為、受入れを強化する。（22年度 月実績割合は 30～45%） 



２ 

 

〇将来の方向性 

 在宅復帰を前提としたポストアキュートやサブアキュートのリハビリ適用の患者の受

入れを拡大していく。 

 

〇現在の体制で対応できていない患者と今後の見込み 等 

 特になし。 

 

５ 転換後の見込み 

届出予定基本診療料施設基準 

地域包括ケア病棟入院料２ 

算定開始予定年月 

   2023年 11月 

患者の受入見込み 

（※名称、数値（人数、病床数に占める割合）について具体的に記入してください。） 

【転換前】4月～5月 

病院から入院（32.8％）うち 

さいたま市民医療センター(20.4%) 

さいたま赤十字（20.4％） 

自治医大さいたま（24.5%） 

 自宅から入院（22.4％） 

診療所・施設から入院（3.4％） 

 病棟から入院（41.4%） 

  

【転換後】 

病院から入院（32.8％）うち 

さいたま市民医療センター(20.4%) 

さいたま赤十字（20.4％） 

自治医大さいたま（24.5%） 

 自宅から入院（22.9％） 

診療所・施設から入院（3.9％） 

 病棟から入院（42.0%） 

  

医療（介護）連携見込み 

（※具体的に記入してください。） 

【転換前】 

○紹介元：さいたま市民医療センター・自

治医科大学さいたま医療センター・さいた

ま赤十字病院・さいたま市立病院・JCHO埼

玉メディカルセンター・彩の国東大宮メデ

ィカルセンター・三愛病院 

 

○紹介先：ロイヤルの園・夢眠さくら・あ

すなろの郷・プレザンメゾン南与野・医心

館春日部・ジェイコー埼玉老健  

 

【転換後】 

○紹介元：さいたま市民医療センター・自

治医科大学さいたま医療センター・さいた

ま赤十字病院・さいたま市立病院・JCHO埼

玉メディカルセンター・彩の国東大宮メデ

ィカルセンター・三愛病院 

 

○紹介先：ロイヤルの園・夢眠さくら・あ

すなろの郷・プレザンメゾン南与野・医心

館春日部・ジェイコー埼玉老健  

 

   ※届出予定基本診療料施設基準は「地域包括ケア病棟入院料 1」「地域包括ケア入院医療 

        管理料 1」等該当するものを記載。 

 

 

 

 



３ 

 

 

６ 医療従事者 

職種 

転換前の人員（人） 転換後の予定人員（人） 

常勤 非常勤 常勤 非常勤 

実人数 常勤換算 実人数 常勤換算 

医 師 11 57 15.4 11 57 15.4 

看護師 104 19 12.3 104 19 12.3 

准看護師 13 5 3.1 13 5 3.1 

看護補助者 47 13 9.0 47 13 9.0 

理学療法士 41 0 0 41 0 0 

作業療法士 18 0 0 18 0 0 

言語聴覚士 6 0 0 6 0 0 

放射線技師 7 1 0.3 7 1 0.3 

臨床検査技師 7 1 0.7 7 1 0.7 

薬剤師 10 1 0.3 10 1 0.3 

事 務 43 15 10.5 43 15 10.5 

その他 21 11 7.7 21 11 7.7 

計 328 123 59.3 328 123 59.3 

 

確保状況・確保策、確保スケジュール 

（※変動が生じる予定の人員について、確保策等を具体的に記載してください。） 

【医師】 

 

 

【看護職】 

 

 

【リハビリ職】 

 

 

【その他】 

 現行の人員で対応可能なため、変動は生じません。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 

 

 

７ 主な病院内施設・設備 

転換前 転換後 

【３階】 

・病室６床室 １室（急性期一般入院料１） 

・病室４床室 ８室（急性期一般入院料１） 

 

・病室２床室 ２室（急性期一般入院料１） 

・病室１床室 ２室（急性期一般入院料１） 

 

・病室４床室 １０室（地域包括ケア病棟入院料２） 

 

・病室２床室 ３室（地域包括ケア病棟入院料２） 

・病室１床室 ２室（地域包括ケア病棟入院料２） 

 

 

急性期病棟 44床 

地域包括ケア病棟 48床 

 

 

【３階】 

・病室６床室 １室（急性期一般入院料１） 

・病室４床室 ６室（急性期一般入院料１） 

・病室４床室 ２室（地域包括ケア病棟入院料２） 

・病室２床室 ２室（地域包括ケア病棟入院料２） 

・病室１床室 ２室（急性期一般入院料１） 

 

・病室４床室 ９室（地域包括ケア病棟入院料２） 

・病室４床室 １室（307号）をトイレ・浴室 

・病室２床室 ３室（地域包括ケア病棟入院料２） 

・病室１床室 ２室（地域包括ケア病棟入院料２） 

 

 

急性期病棟 32床 

地域包括ケア病棟 56床 

※４床室１室（307号）をトイレ・浴室に 

 改修 

 

 

  （※増減が生じる施設・設備は、アンダーライン等でわかるよう記載してください。） 

 

８ 医療（介護）連携における課題、問題点 

○市町村・ケアマネージャーとの連携状況、待機患者の状況、在宅への移行はスムーズ

に行われているか 等 

特になし 


